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　日本の大学の外国人留学生は年々増えており，令和元年 5 月 1 日には 312,214 人となり，前年
と比べて 13,234 人（4.4％）増えた．平成 16 年以降，大学（大学院を含む．），短期大学，高等
専門学校，専修学校（専門課程）へ入学する準備教育を実施する教育施設および日本語教育機関
に在籍する留学生を調査している独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）によると，同じ令
















































































日本事情に関する科目を教授している」という．名古屋学院大学の留学生別科は 1 年 35 名の留
学生を定員としているが，筆者が国際センターの職員と電話面談をしたところ11，その 9 割以上
は提携校からの交換留学生であり，進学のために日本語を学んでいる私費留学生は稀であること







る 86 の国立大学13のうち，54校 14が留学生センターを運営している．留学生センターの形態は大
学によって様々だが，日本語教育や留学生のための文化体験が活動の大半を占めるところが多
い．また，文部科学省によれば上記の 54 校のうち，52 校が開設している留学生センターの対象
は「大学院進学者」であり，明確に「学部進学者」を対象に含んでいるのは東京外国語大学留学
生日本語教育センターと大阪外国語大学留学生日本語教育センターのみである15．
　愛知県の事例を見ると名古屋大学は「全学生 16,000 名の 10％以上を海外からの外国人留学生
が占めています」とホームページに謳っているが，正規学部生として 2019 年度に合格した留学
生は合計 49 名で，そのうち半分以上は「G30 国際プログラム」という，英語で学ぶ学科に所属

































たものの，開設から 10 年間は留学生が比較的少なかった．筆者が赴任した 2017 年度には，留学
生は 4 年生 1 名，3 年生 1 名，1 年生 1 名のみであった．2017 年度に学部内で日本語教師養成プ
ログラムを開講したと同時に積極的な留学生募集の取り組みを始めたところ，2018 年度には 12
名，2019 年度には 29 名，2020 年度には 22 名の留学生が入学した．本論文の執筆時には 4 年生
1 名，3 年生 11 名，2 年生 28 名，1 年生 22 名という，62 名の留学生が在籍している．出身国は
（人数が多い順に）ベトナム，ネパール，中国，インドネシア，スリランカ，フィリピン，タイ，
台湾である．学部定員は１学年 80 名で，収容定員を現在満たしており，全体の留学生の割合が




学年によるが，学年ごとに 36 ～ 40 単位を取得し，GPA2.5 以上を保つ学生は最大限である 65％
減免まで達成できる．この学費減免制度が動機になっているせいか，2020 年度の 2 年生留学生
の平均 GPA は 2.55（学部全体 ［120 名］ 2.28，日本人学生のみ［92 名］ 2.20）であり，学習に対
して真面目に取り組む姿勢が窺える．同じ 2 年生の成績分析によると，上位 20 名のうち 6 名，






























































　上記の 2 点を踏まえた取り組みとして，筆者は 2019 年度に 2 年ゼミ（総合演習）でベトナム
人留学生 4 名に一定のリーダーシップを取らせ，共同作業だけではなく，日本人学生と他国籍の
留学生（タイ人 1 名，中国人 1 名，フィリピン人 1 名）を「支援する場」を提供した．2019 年
11 月に，学部科目の一つである「国際フィールドワーク」として，ベトナム人留学生 4 名とそ
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　筆者は上記のベトナムフィールドワークから帰国した 2019 年 11 月 13 日からおよそ１ヶ月を
かけて，国際福祉開発学部の 1，2 年生を対象にアンケートを実施した．アンケートの実施方法
は Google Form で，匿名で実施したが，一人の学生が 1 回しか答えられないという制限と，大
学のメールアカウントから入らないとアンケートを開くことができないという制限をかけた．
　アンケート当時，在籍している学部生は 1 年生 120 名（内留学生 28 名），2 年生 70 名（内留
学生 11 名）であった．有効回答数は 102（1 年生 64 名［内留学生１5 名］，2 年生 39 名［内留学











　図 2 で示すように，1 年生の答えを見ると，「積極的に日本人学生と友達になりたいと思った」
と答えている留学生が 46.7％で，「積極的に留学生と友達になりたいと思った」と答えた 28.8％
















いた．図３で示すように，アンケート当時の 1 年生日本人学生も，1 年生当時の気持ちを振り
返ってもらった 2 年生日本人学生も，「授業中には一緒に作業したがプライベートにおいて付き
合いはなかった」が一番多かった（1 年生 65％，振り返った 2 年生 45.2％）．2 年留学生が 1 年
生の時を振り返ると「学校にもプライベートにも，授業日以外にも付き合いがあった」と答えた
学生はいないが，同じ学生が 2 年目を振り返ると 50％はこのような付き合いがあったと答えた．
同じく，2 年生の日本人学生が 1 年生の時を振り返ると 9.6％しか「学校にもプライベートにも，
授業日以外にも付き合いがあった」と答えていないが，2 年生になるとこの答えは 61.3％にまで
増えている．このことから，アンケート当時の 2 年生留学生が，2 年生はじめに日本人と友達に
なる自信を若干失っていたのにも関わらず，個人的な付き合いも含めて友情関係が深まったこと
が窺える．2 年生の 1 年生当時の経験と比べて，アンケート当時の 1 年生留学生のうちすでに
40％は「学校にもプライベートにも，授業日以外にも付き合いがあった」と答えた．この学年の












企画に参加した日本人学生（n ＝ 12）の 41.7％と留学生（n ＝ 6）の 66.7％が今年度を通じて
「学校にもプライベートにも，授業日以外にも付き合いがあった」と答えている．ベトナムフィー
ルドワークに参加しなかった 2 年留学生（n ＝ 2）のうちここまでの付き合いがあると答えた人











人学生）という答えもあった．さらに 2 年生を対象に，「もし 2 年生の時に留学生・日本人学生
と仲良くなった特定のきっかけがあったら，そのきっかけを教えてください」と聞いたところ，




図 5　全学生が 1 年時，日本人⇆留学生間仲良く
なったきっかけ




















































































































































１　"Successful multiculturalism builds the bonds of community that lead to interracial, interethnic 
friendships" （和訳は筆者による） https://www.merriam-webster.com/dictionary/multiculturalism 
2020/07/01 閲覧
２　"Someone's cultural awareness is their understanding of the differences between themselves and 







５　日本私立大学団体連合会 HP https://www.shidai-rengoukai.jp/s_courses/index.html# 2020/05/01
閲覧．
６　文部科学省 HP https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kouritsu/index.htm 2020/05/01 閲覧．




９　名古屋外国語大学 HP https://www.nufs.ac.jp/faculties/japanese-center/ 2020/05/01 閲覧
10　名古屋外国語大学 HP https://www.nagoyagaidai.com/internationalcampus/ 2020/05/01 閲覧
11　2020/05/26 AM9.15
12　名古屋学院大学 HP https://www.ngu.jp/media/shakaijin-ryugakuseisuu2019.pdf 2020/05/01 閲覧
13　文部科学省 HP https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kouritsu/index.htm 2020/05/01 閲覧．
14　文部科学省 HP https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/007/gijiroku/03062301/002/002.
htm 2020/05/01 閲覧
15　東京外国語大学の学部在籍者数を見ると，言語文化学部に在籍している 1870 人の学生のうち，412 名
が「長期留学生」と位置付けられている（2019 年 5 月 1 日現在）
16　JAPAN STUDY SUPPORT HP https://www.jpss.jp/ja/univ/47/ 2020/05/01 閲覧．学部によって
は数字が「国際プログラム群」とそうでない学科が混在しているので，正確な数字を打ち出すことが
不可能．
17　東京都立大学 : 学部短期留学生 52 名，正規学部留学生 101 名（2019 年 10 月 1 日現在）（http://
www.ic.tmu.ac.jp/files/about/students_201910.pdf） 山口大学 : 研修生，交換留学生を含む短期留学




18　日本福祉大学 HP https://www.n-fukushi.ac.jp/news/18/180802/18080202.html 2020/05/01 閲覧
19　日本福祉大学 HP https://www.n-fukushi.ac.jp/faculties/gakubu/kokusai/facil/wym/index.html 
2020/05/01 閲覧
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